
コロナ禍の避難所運営訓練資料 
(内閣府地震•津波防災訓練モデル事業) 

令和 4 年 10 月 18 日 港南自主防災 

防災の正四面体 

自助 
（減災対策、家族情報、持ち出し品） 

（新たな）共助 
企業、ボランティア⇒協定 

 近所 

（従来からの共助） 

近所、自主防災会、福祉など 

公助 
行政（国、自治体、警察、消防、自衛隊など）、学校、病院など 



確認すること 

1 避難所生活の基本は避難者の「自主運営」 

２ 避難所の開設手順（開錠～点検～受け入れ） 

３ 避難所の運営体制 

４ 避難者受け入れの流れ 

⇒感染症対応をする 

 



本日の到達目標 

■各活動班の役割を知る 

■コロナ禍における受け入れ手順及び運営を知る↓ 

コロナ禍の避難所運営のイメージをつかむ 

 

本日の内容 

①コロナ禍の避難所運営の考え方 

②避難所運営の組織     ③各班の活動 

④実技(資機材取扱い、受付要領等) 



各活動班 

総務班 名簿班 情報広報班 

食料物資班 救護班 衛生班 
 

 

総務班の活動 

①避難所の区画整理  

②段ボールベッド等の組立(各班と協力) 

③避難所ルールの周知、防火防犯対策  

④ボランティア対応  ⑤その他調整 



名簿班の活動 

１ 避難所の入所•退所の管理（受付） 

２ 避難者数の把握（避難者名簿の作成） 

受付のポイント 

①検温・受付スペース → 屋外又は玄関入口(天候等も考慮しながら) 

②受付までの動線管理、各種案内の明示 

③発熱症状等がある場合は、体調不良者専用スペースへ誘導 

④アルコール消毒薬、マスク等の準備 



避難者数の把握      

①安否の確認 

②食料・物資の必要数の把握 

③避難者に必要な支援等の把握初期の混雑が収まってき 

たら、→避難者名簿の作成へ着手 

情報広報班の活動 

１ 情報の受信•発信 

２ 避難者への広報 

３ 掲示作業 



４ その他（安否確認窓口、郵便物） 

広報 

「手段」⇒掲示板・肉声・可搬型拡声設備（メガホン等）・放送設備 

目的と対象者（範囲）に応じて 

掲示物（例） 

 



 

 



 

 



食料物資班の活動 

１ 食料•物資の調達、管理、配布 ２ 調理設備等の確認 

物資配布について 

手渡し⇒置き配 

 



 

 

 

 

 

 

 



食料・物資配布のポイント 

①原則、避難者に平等に配布 

②食料・物資が不足している時は、子供、妊産婦、高齢者、障 

がい者等に優先的に配布 

③配布方法の工夫による混雑の防止 

(配布場所の複数設置、配布タイミングの分散等) 

④備蓄で足りない場合は「物資配送依頼票」により、市災 

害対策本部へ要請 

 



救護班の活動 

①体調不良者専用スペースの設営 

②応急手当、救急要請 

③要配慮者への対応 

④その他 

(受付対応への協力等) 
 

 

 

 



衛生班の活動 

①トイレの確保及び使用ルールの周知徹底 

②ペット同行避難者への対応 

③水の確保 ④衛生管理 

トイレ運用のポイント 

①施設トイレの使用可否を早期に確認し、必要に応じてト 

イレ用水の確保、簡易トイレの活用 

②トイレ使用ルール(方法)の作成と周知 

③トイレ清掃の分担(当番制)衛 



ペット同行避難者への対応 

①「避難所ペット登録台帳」への記載 

②原則、屋外スペースで飼育 

③飼育は責任をもって飼い主が行う 

④ペット飼育ルールの順守 

衛生管理 

①ゴミ集積場所の管理 

②消毒薬等の衛生用品の配置・補充 



③共用部分の清掃・消毒  

④定期的な換気 

⑤衛生環境の点検 

⑥感染症予防の啓発(ポスターの掲示等) 

ゴミ分別集積、処分 

① 集積場所は匂いに配慮、直射日光を避ける。 

② ゴミに直接触れない 

③ ごみ処理の際は感染防護服を着用する 

④ 専用スペースから出るゴミと分ける。（明示等） 



 



消毒 

手すり、ドアノブ、スイッチ、蛇口などの消毒に有効 



※液を作る際は手袋を着用し、換気を実施する。また、目や肌へ

の付着に注意する 


